








要約 

神経学的ハイリスク乳幼児の神経行動と母子関係発達との関係を明らかにする意図で、4

名のハイリスク児と7名のローリスク児及び母親ペアーを縦断的に観察した。観察は生後

3 週間ごとに、児が一人で仰臥位で活発に運動している時と、母親との間に相互交渉が成

立している時の両場面をビデオに記録し、後で、その再生から行動のカテゴリーに沿って

1秒毎のコーディング結果を分析した。 

ハイリスク児群とローリスク児群にはすでに発達のかなり初期から、児一人の時、母親と

の相互交渉場面での行動に差があり、また、母親の行動にも両群間で差が有ることが示さ

れた。つまり、生後 56 週～57 週でローリスク児は母親との相互交渉場面で全身運動を減

少させるのに、ハイリスク児はむしろ全身運動が増加すること、また、同様に、発声も増

加することが明らかとなった。一方、母親の方はこの頃、ハイリスク児には身体接触があ

まり増えないのに、ローリスク児には母親の身体接触は著明に増えた。 

このようにハイリスク児-母間における行動特徴がその後の母子関係の成立過程でどのよ

うに変容していくのか明らかにする必要が有ると考えられる。 


